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環境省 

「特定外来生物による生態系等に係る 

 被害の防止に関する法律」 

外来生物法 



COP10サイドイベント 

「見て、聞いて、考えよう！外来種問題」 
COP10フォローアップイベント 

「みんなで進める外来種対策」 

いつまで 

続ければ 

いいのか・・？ 

防除費用が 

足りない 

防除方法が 

分からない 

やるだけ 

無駄なのでは？ 

防除効率の低下に 

ともなう不安や 

モチベーションの低下 

低コストな 

防除手法が必要 

情報共有が 

できていない 

意思決定を 

支えるシナリオが 

ない 

地方の声・事業者の声 



○これまでの防除事例を整理して、何が問題かを分析する 

○成功事例から学び、失敗事例を顧みて、戦略を検討する！ 

○新しい防除手法を開発し、確実に低密度化、根絶に導く！ 

○コスト対効果を定量し、地域住民・国民の意思決定を図る！ 

目標 

３年以内に一例でもいいから成功事例を！ 



○防除シミュレーション 

○根絶事業の成功確率 

○最適戦略モデル開発 

○防除のリスク予測 

○防除モデルの検証 

「外来動物の根絶を目指した総合的防除手法の開発」 

あと一歩が欲しい特定外来生物（動物）の防除 

サブテーマ1 

外来昆虫の防除 

サブテーマ2 

外来魚類の防除 

サブテーマ3 

外来爬虫類の防除 

サブテーマ4 

外来哺乳類の防除 

外来アリ類 セイヨウオオ 

マルハナバチ 
オオクチバス グリーンアノール マングース 

サブテーマ5 

外来哺乳類の防除 

アライグマ 

○防除単位の設定 

○薬剤防除法の開発 

○侵入阻止の水際対策 

○防除戦略シナリオ 

○個別防除情報の 

 整備 

○防除体制の構築 

○総合的防除手法 

 の開発 

○生理・生態特性の 

 把握 

○新規防除技術の 

 開発 

○化学的防除の検討 

○低密度時の効率 

 的防除手法の開発 

○ 希少種の混獲 

 防止技術の開発 

○低密度時の効果的 

 捕獲技術の開発 

○重点地域における 

 防除有効性検証 

○防除ネットワークの 

 構築 

サブテーマ6 

防除実践のためのモデル解析 

国立環境研究所 

侵入生物データベース 

自治体 

環境省 

NGO 

CBD 

IUCN 

GISIN 

全国レベルの 

防除ネットワーク 

国際的 

防除ネットワーク 

サブテーマ1 

情報交換プラットホーム構築 



セイヨウオオ 
マルハナバチ 

アルゼンチン 
アリ 

バス・ギル アノール マングース アライグマ 

北海道における 
捕獲活動 

密度下がらず 
分布拡大傾向 

各地で薬剤に 
よる防除事業 

密度下がらず 
分布拡大傾向 

各地で捕獲や 
人工産卵床に 
よる防除事業 

密度低下 

小笠原の隔離 
エリアにおける 
捕獲事業 

密度低下 

防除コストが 
高い 

沖縄・奄美で 
フェンスによる 
囲い込みと 
罠による防除 

密度低下 
在来種回復 

捕獲効率が 
低下 

在来種の混獲 

ギルの対策 
立たず 

各地で罠に 
よる捕獲事業 

密度低下 
在来種回復 

予算不足で 
技術開発の 
遅れ 

分布は拡大 

捕獲効率が 
低下 

失敗例もある 

低密度化への防除技術 

低密度時の新規防除技術 

特定外来生物の防除実績と課題と目標 



K. GOKA 

セイヨウオオマルハナバチの防除手法開発 
担当：五箇公一・井上真紀 
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マルハナバチの生活史と従来の捕獲努力 Ever capture method 

女王単独越冬 
Queens enter in diapause 

越冬女王巣穴探し Over-winter queens  
                             compete for nest sites 

女王単独営巣 
Queen construct nest 

ワーカー訪花・採餌 
A lot of workers forage  
and collect foods 

新女王誕生（コロニー崩壊） 
New queens born and nests are collapsed 

新女王交尾 
Mating 

捕獲 
Capture 

捕獲 
Capture 

春 
Spring 

夏 
Summer 

秋 
Autumn 

冬 
Winter 

個体数が膨
大で捕獲は
無意味 



薬剤散布！ 
Insecticide 

apply 

ハチの巣コロリ
Bee nest knock-down 

新女王死滅！ 
New queens exterminated ! 

マルハナバチの生活史に基づく薬剤防除法 New chemical control 

越冬女王巣穴探し Over-winter queens  
                             compete for nest sites 

女王単独営巣 
Queen construct nest 

ワーカー訪花・採餌 
A lot of workers forage  
and collect foods 

春 
Spring 

夏 
Summer 

女王単独越冬 
Queens enter in diapause 



IGR剤 

コロニー毒性試験 

昆虫成長制御剤（IGR剤） 

新成虫の 
羽化失敗 



ハウス防除効果試験 

・セイヨウオオマルハナバチ飛翔10個体を捕獲してIGR剤散布・放飼 

農薬 
処理 

Control 

・セイヨウオオマルハナバチおよびクロマルハナバチ市販コロニー 

・女王＋ワーカー30個体に統一 

・散布後１ヶ月間、朝、昼、夕に飛翔個体を計測 

・散布後１ヶ月後、巣内の蛹数、幼虫数、卵数を計測 

セイヨウオオマ
ルハナバチの
コロニーだけ
影響を受け
て・・・ 

クロマルハナ
バチのコロニー
は影響を受け
ない・・？ 

セイヨウオオ 
マルハナバチ 

クロ 
マルハナバチ 



クロマルハナバチの巣箱 

セイヨウオオマル 
ハナバチの巣箱 
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クロマルハナバチ 
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セイヨウオオマルハ
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ワーカー 

新女王 

オス 

ワーカー 



薬剤散布！ 
Insecticide 

apply 

新女王死滅！ 
New queens exterminated ! 

セイヨウオオマルハナバチに的を絞った防除戦略 

越冬女王巣穴探し Over-winter queens  
                             compete for nest sites 

女王単独営巣 
Queen construct nest 

ワーカー訪花・採餌 
A lot of workers forage  
and collect foods 

春 
Spring 

夏 
Summer 

女王単独越冬 
Queens enter in diapause 

バスターズ（市民）との 
恊働！（という売り） 

薬剤処理 

バスターズによるワーカー捕獲 



地方自治体・住民のコンセンサス確保 

恊働体制の構築 

野付半島ネイチャーセンター 北海道庁 旭川市 

●要防除エリアの設定 

●分布推定 

●ボランティアとの恊働による防除試験 

●モニタリングと効果判定 



特定外来生物アルゼンチンアリ 

○南米原産 

○高い増殖力 

○スーパーコロニー 

○生態系被害 

  在来アリ類の駆逐・在来昆虫類の捕食 

1993年広島県で初の侵入確認 

○健康被害 

  人家侵入による不快感・恐怖感 



アルゼンチンアリ防除研究計画 

○生活史および個体群構造をふまえた防除戦略を策定する 

○効率的な薬剤処理法を開発する 

・コスト試算および防除努力配分のシミュレーション 

・東京都大井埠頭における防除実験・効果判定 

・個体群動態および個体群構造の解析 

○防除戦略の検証と結果のフィードバック 

・有効な薬剤の選定、組み合せの検討 

・最大効率の薬剤投与量の解明 

○普及啓発の推進 

・侵入生物データベースの活用、シンポ、マスコミ発表等 



フィプロニルのコロニー毒性 



城南島地区 

調査・防除実施地域 

区画I 

区画II 
区画

III 

100m 



5〜10m間隔 



城南地区＝試験区薬量設定 

① 粘着トラップ設置点 ベイト剤設置 液剤散布 

コントロール区 

原体0mg / ha/月 

高薬量処理区: 5m間隔 

 原体6mg / ha/月 低薬量処理区：10m間隔 

 原体3mg / ha/月 

100m 
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アリ類の群集変化 
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区画I 区画II 区画III 

投薬期間 

2011 2012 2013 2011 2012 2013 2011 2012 2013 

 城南島地区 2011.4～2013.7 

アルゼンチンアリが減少して在来種が回復 

初年度 
個体群成長抑制率99.75% 

2013年 

根絶成功！ 



2012年5月8日現在分布図(2011年4月以降のデータを使用)

2012年5月に新たに確認

全国の防除事業への適用開始 

環境省・国立環境研究所の共同発表・HP掲載（2013年7月11日） 

京都市 静岡市 
岡山市 

OUTCOME 

試験研究成果に基づき防除マニュアルを作成 

近畿地方環境事務所 関東地方環境事務所 
中国・四国 

地方環境事務所 



サブテーマ２の対象：「外来魚」 
オオクチバス 

Micropterus salmoides 

コクチバス 
Micropterus dolomieu 

ブルーギル 
Lepomis macrochirus 

３種とも 

外来生物法の規定する 

「特定外来生物」に 

指定されている。 

 

「ブラックバス」  （総称） 



防除推進に求められる課題 

1.新しい防除手法の研究・開発 

自然湖沼における低密度化した個体群の駆除 

ブルーギルの防除手法開発 

2.実施体制・連携の強化 

水系による拡散 市区町村・都道府県という行政区界を超えた 

広域的防除体制の構築 

3.防除推進のための普及啓発 

防除関係者だけでなく、一般への普及 



人工産卵装置：直置き式から吊り下げ式へ 
 オオクチバスの繁殖 

オスが産卵床を形成し、 

メスを誘引して産卵をさせ、 

オスが卵・仔稚魚を保護。 

＜人工産卵装置＞ 

オスによる産卵床形成を 

装置の上に誘引する 

オス親魚 

産卵床上の卵塊 

衝立 

（ｶﾊﾞｰ） 

装置本体 
（砂利を敷く

） 

持上げ・ 
運搬用 
ロープ 

フロート 
(＝ペットボトル) 

装置本体 

(人工芝を敷く) 

おもり 
（砂利を詰めた 
メッシュバッグ） 



「沖出し」施設への係留 
＝水位変動、低透明度への対応 （2011年～ 三春／松元ダム） 

網場（あば＝流木防止用フェンス）や取水 

ポンプ施設のように水位変動を想定して 

「沖出し」された施設へ試験的に装置を係留 

※少なくとも水位変動 

   には対応できる。 

   だが、探索中のバスが、岸から離れて 

  沖方向へと回遊し、装置を利用するか？ 
ちゃんと使ってくれた。 



人工産卵装置への誘導と自然産卵床 
（2013年 松元ダム）  

  設置    設置   装置１基当り産卵床形成率 
 
 

  方法    箇所 衝立付   なし     計 
 

岸沿い： 

   岸から係留   ８   0.00 ( 0)   0.00 (0)   0.00 ( 0 ) 

   誘導ﾌｪﾝｽ先端   ４   0.75 ( 3)   0.00 (0)   0.75 ( 3 )  

沖合い： 

   網場から係留 １６   0.75 (12)  0.25 (4)   1.00 (16) 
 

     計 ２８   0.53 (15)  0.14 (4)   0.68 (19) 



グリーンアノールの生物学的特性に基づく 
防除戦略の開発  

自然環境研究センター 
 
 戸田光彦 
 鋤柄直純 
 中川直美 
 高橋洋生 
 秋田耕佑 



グリーンアノール防除研究計画 

◯薬剤を利用した防除技術の開発 
・国内外の事例レビュー 

・薬効試験に基づく薬剤選定 

・生態リスク情報の収集 

◯防除シナリオの開発 
・トラップと薬剤を組み合わせた防除戦略の構築 

・マニュアル作成 

◯トラップの高度化技術開発 
・疑似餌の開発 

・誘引・忌避手法の開発 



2013年 

グリーンアノールが無人島の兄島に侵入！！ 





第2防衛ラインまで完成 





トラップ総設置数38,789！ 



求められる緊急防除！ 

フェンスおよびトラップでの防除 

根絶に至るまでは膨大な時間とコストとリスクを伴う 

まともに実行すれば2億円はかかると試算される・・ 

時間がかかる分、拡散のリスクも伴う 



 





 



 



サブテーマ4：マングース 



2005 

2014 

1993 

2010 

2000 

侵入防止
柵 捕殺ワナ 

探索犬 

必要
技術 

モニタリング 

 ・どこにどれくらい生息？ 

 ・根絶できたのか？ 

生け捕りワナ 

根絶 

確認 

マングース根絶へのロードマップ 

ワナ以外の捕獲・捕殺 

 ・同じことをやってもダメ 

 ・選択肢を増やしておく 

成果の維持向上 

 ・生息地 保全 
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マングース防除計画 

◯罠以外の新規防除手法の開発 
・避妊ワクチンの開発 

・投与方法の検討 

◯物理的防除手法の開発 

・誘引・忌避物質の探索 

・簡易・低コストフェンスの開発 

・混獲防止技術の開発 

◯モニタリング技術の向上 
・糞・遺体・毛など慰留物からのDNA分析技術開発 

・個体群動態予測モデルの向上 

？ 
個体識別 



 



 



 



 



 



 



サブテーマ（５） 

 

 

アライグマの効率的防除戦略開発 
 

 

 

池田 透（北海道大学） 



研究目的と具体的研究内容 
 

①低密度状況で効果的な探索・捕獲技術の向上 
  → アライグマ探索犬、新型巣箱ワナの実戦投入 
 

②アライグマ防除事業の連携強化と全国的防除ネット
ワークの構築 

    → 地方自治体を中心に分布・生態、対策手法、対策費用、社会的対応 

               等に関する情報ネットワークの構築による情報の共有化 
 

③防除シナリオにおける実現可能性検討（feasibility 

study）の導入 
        → 無謀な根絶目標ではなく、地域の状況にあった対策立案の実現 

 

 

 







2013年度の成果 

ワナ内部構造の調整  
 2012年度に実験で基本構造を決定した巣箱
型ワナ試作機Cを再度動物園に設置し、アライ

グマが巣箱内部に入りやすいように、踏み板に
触れやすいように、巣箱内部の床、巣箱前面の
床の高さ、大きさを調整し、最終形状とした。 

野外への設置方法検討  

 巣箱型ワナを設置す
る場所によっては樹木
が無いところも考えられ
るため、自立式の設置
方法を検討した。ワナに
登れる動物をアライグマ
に絞るために梯子を可
動式のスチール製メッ
シュとし、飼育下アライ
グマの利用を確認した。 

野外への設置  

 大分県において巣
箱型ワナの野外設置
を行った。数日間設
置してアライグマ以外
の動物が興味を示さ
なかったため、足跡の
ある河川に地面に直
に設置したところ、ア
ライグマの捕獲に成
功した。 

巣箱型ワナ設置のコスト計算 

 巣箱型ワナの設置に係るコストを従来の
箱ワナと比較し、低密度状況下で巣箱型ワ
ナの利用がいかにコスト面で有用か明らか
にした。 

箱ワナ（2ヶ月間） 20基設置 巣箱型ワナ（2ヶ月間） 

820,000円 計 1,007,200円 

箱ワナ（3ヶ月間） 20基設置 巣箱型ワナ（3ヶ月間） 

1,080,000円 計 1,010,800円 

箱ワナ（1年間） 20基設置 巣箱型ワナ（1年間） 

3,420,000円 計 1,043,200円 







プロジェクト開始時点にあった解決すべき問題 
 

1. 事業の目的が不明確 
・とにかく根絶か 

・最終目標は生態系の回復か 

・外来生物を減らす姿勢を見せるのか（教育効果） 

  → 最終的には生態系の回復（根絶は手段） 

2. 外来種個体群の管理目標が不明確 
・根絶（完了後は予算不要）か 

・低密度管理（永遠に事業継続）か 

  → 統計回帰・個体群モデルによる根絶確率予測 

3. 国内の多くの事業について，統一された
事業評価手法の開発が必要である 
  → 事業評価手法の検討   

59 



現状 アノール防除後 

グリーンアノール防除後の 
ヒメカタゾウムシ回復目標 

写真提供：森 英章 

小笠原 母島 

事例１ 
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底生魚

遊泳魚大

遊泳魚小

魚食魚

スジエビ類

オオクチバス

遊泳魚中

アメリカ
ザリガニ

正の関係

負の関係

バス防除前 バス防除後

オオクチバス １３ ０

遊泳魚小 １３０ １５５

スジエビ類 １ ２４

魚食魚 ０ ０．０２

オオクチバス防除後の 
生態系回復目標 

宮城県 伊豆沼周辺のため池群 

防除後に 

業者Aが調査し
た場合の個体
数の予測 

事例２ 



奄美大島における外来マングース根絶確率 

2020

2040

2060

2080
2100

0

1

2

3
4

0.0
0.2
0.4
0.6

0.8

1.0

104 

103 

102 

101 

100 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 

② 2010年の捕獲努力を全島で実施 

④2010年の半分の捕獲努力を全島で実施 

⑥2010年の1/10の捕獲努力を全島で実施 

⑦ 事業を中止（1わな日 km-2 yr-1 ） 

マングース 

根絶 

現努力量 
1/2努力量 

1/10努力量 

事業中止 

モデルシミュレーションによる事業成功確率推定 

2023年に根絶確率90％ 
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4
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0.2
0.4
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1.0

104 
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102 
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100 

104 

103 

102 

101 

100 
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④ 

⑥ 

⑦ 
② 2010年の捕獲努力を全島で実施 

④2010年の半分の捕獲努力を全島で実施 

⑥2010年の1/10の捕獲努力を全島で実施 

⑦ 事業を中止（1わな日 km-2 yr-1 ） 

固有種アマミトゲネズミ 存続確率 
環境省 絶滅危惧IB類（EN） 

アマミトゲネズミ 

絶滅 

アマミトゲネズミ 

存続 

現努力量 
1/2努力量 

1/10努力量 

事業中止 



1. 立案から実施まで 

 

2.実現可能で，コストが効率的な事業展開 

 

3.透明性が高まり，予算の利用に理解が得ら
れる 

モデルを利用した 

定量的プロジェクト管理 



セイヨウオオ 
マルハナバチ 

アルゼンチン 
アリ 

バス・ギル アノール マングース アライグマ 

IGR剤・持ち帰り型薬剤 改良 

人工産卵床 

燻煙剤 不妊ワクチン 巣箱型ワナ 

繁殖抑制 化学的防除の積極的利用 

個体群成長を抑制し、絶滅へと近づけるための戦略 



広報活動 

○ワークショップ－生物多様性国家戦略の見直しにおける外来種の扱いについて 

国立環境研究所、つくば市、2012年4月16日 

○CBD GTI SUBREGIONAL CAPACITY-BUILDING WORKSHOP 

タイ・バンコク、2012年7月30日〜8月1日 

○テレビ朝日報道特捜 

2011年10月1日、小笠原のグリーンアノール防除戦略について解説 

○ＮＨＫあさイチ 

2011年8月25日、東京都大田区におけるアルゼンチンアリ防除試験の現場と本種の生態影響について 

○ＮＨＫニュースおうみ発610 

2011年11月1日、「びわ湖クローズアップ：外来魚問題と新たな対策」で、 

吊り下げ式人工産卵床の開発と音響刺激の予備的実験について紹介 


